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全域で
見られます

水生植物園では
いろいろな花が
見ごろです！

カワセミ

「翡翠（ひすい）」「水辺の宝石」と呼ば
れる、美しい鳥。水の中に潜り、魚やザリ
ガニなどを捕らえます。大きなくちばしは
狩りで大活躍するほか、横穴式の巣穴を掘
るときには「ツルハシ」の役目をします。

見られたら
ラッキー

暖かくなり、飛んでいる様子やアマナ
の蜜を吸っている様子が見られるよ
うになりました。成虫のまま越冬し
たチョウです。

キタキチョウ

武蔵野植物園で
よく見られます

今週はここに注目！

約1cm

黒くずんぐりして、胸に黄色い
毛が密生。クマンバチ（スズメ
バチの俗称）とは異なり、比較
的おとなしい性格のハチです。

クマバチ

全域で
見られます

チダケサシ
小さくて可愛らしい花をたくさ
ん咲かせています。乳茸刺（ち
だけさし）の名前は、野山で
とったチダケ（菌類の一種チチ
タケの地方名）をこの茎に刺し
て持ち運んだことによります。

古くから日本庭園に栽培され、
花びらのない小さな花を多数つけ
ます。果実は11月ごろ赤くなり、
お正月飾りとして有名です。

センリョウ

センリョウの実
（11～12月頃）

野原や堤防などのやや湿った場所を
好む植物で、橙赤色の花が群生する
姿はとてもきれいです。若葉は甘み
があり、食用となります。花は早朝
に開いて１日でしぼみます。

ノカンゾウ

タカトウダイの花

タカトウダイ
黄色い小さい花には、昆虫
が蜜を吸いに訪れます。秋
には赤く紅葉します。漢方
では根茎に利尿作用がある
とされています。

ヤブミョウガ
食用になるミョウガ（ショウガ科）
と葉が似ていて、やぶに生えるこ
とが名前の由来。ツユクサの仲間
で、真っ白な花は、見ているだけ
で涼しげです。

オカトラノオの葉

イヌヌマトラノオ
園内にもあるオカトラノオとヌ
マトラノオの雑種（異なる種類
が交雑してできた個体）です。湿
地に生息しています。花序や葉の
形などで、それぞれの中間的な形
質を持っています。葉や花の付け
根は緑色です。

オカトラノオ
日当たりの良い草地に生え、また
垂れ下がった花序のようすを虎の
尾に見立てたことが名前の由来で
す。葉や花の付け根は赤みを帯び
ています。

自然教育園見 情報ろご
2026年6月25日号

ムラサキシジミ
翅の表が青紫色、裏面は茶色でシミ
のような模様があります。成虫で
越冬する蝶です。

ムラサキシジミの裏面

水生植物園で
見られます

ネジバナ
花のねじれたつき方が名前の由来。
ランの仲間で日当たりの良い草地
に見られ、その可憐な姿で人々に
親しまれています。是非探してみ
てください。

ネムノキ
筆を広げたような形の花です。ピ
ンク色の糸状のものは、おしべで
す。名前の由来は、夜間や曇天時
に葉が閉じ、眠る姿に例えたこと
によります。高い所に花が咲いて
いるので、見上げてみてください。

ネムノキの花

ミズヒキ
穂のようにつく小さな花が、上か
ら見ると赤、下からは白く見える
ことから、進物にかける紅白の
「水引」に見立て、名前がつきま
した。花は小さくても、とても可
愛らしいので、是非
じっくり観察してみ
てください。

ミズヒキの花

大葉擬宝珠（おおばぎぼうし）
は、葉が大きいことが名前の
由来。擬宝珠（ぎぼうしゅ）
とは、橋の欄干につける装飾品
のことで、これと花の蕾がよく
似ています。

オオバギボウシ

擬宝珠

くらべてみよう

～ノカンゾウとヤブカンゾウ～
園内では、橙赤色の花が見られます。よく見ると花の形の
違う２つの種類があることに気がつきます。

• 花は八重咲き
• 古い時代に中国から帰化
したと言われる

• 特に人家付近でよく見ら
れる

• 花は一重
• 日本在来の植物
• 野原や堤防などのやや
湿った環境に見られる

• 自然教育園はヤブカンゾウ
よりノカンゾウが多い

ヤブカンゾウノカンゾウ
オオシオカラトンボ

いもりの池や武蔵野植物園の池
周辺でよくみかけます。複眼が
黒いことで、シオカラトンボ
（複眼は青）と区別がつきます。

武蔵野植物園で
よく見られます

シオカラトンボ
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全域で
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全域で
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水生植物園で
見られます

複眼が青色です。
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